
例題 3.4 

1. PROSITEでモチーフがどのように記述されているかを、「zinc finger C2H2-type 

domain signature and profile」（PDOC00028）を例にとって確認し、正規表現とプ

ロファイルの表現法を比較せよ。 

2. PROSITEでチロシンキナーゼ SRCの配列（UniProtKB: SRC_HUMAN）をクエリとして実

行し、SH2、SH3、プロテインキナーゼの 3つのドメインをもつことを確認せよ。また、プロ

テインキナーゼドメインの中で複数のモチーフがヒットすることを確認せよ。 

 

  

https://prosite.expasy.org/PDOC00028
https://www.uniprot.org/uniprot/P12931


解答 

1. PROSITE のトップページの「Search」で「zinc finger」を入力する。 

 

さらに zinc finger C2H2 を検索 

 

PDOC00028 のドキュメンテーションエントリは 

「zinc finger」と入力して、 

「Search」ボタンを押す 

「 zinc finger C2H2-type domain 

signature and profile」を選択 



 

その下を見ると 

 

プロファイル PS50157 のエントリ 

 

プロファイル（MATRIX） 

正規表現（PATTERN） 



 

正規表現（PS00028）のエントリ 

プロファイルは、人間が見てわかりにくい、パターンを柔軟に表すことができる、ファミリーやド

メインのような広範囲の類似性を表すのに適しているという利点があり、正規表現は、プロファイ

ルに比べて人間が見てわかりやすい、簡潔にパターンを表すことができるという利点がある。なお、

モチーフの配列パターン（プロファイル） 

モチーフの配列パターン（正規表現） 



PROSITE の「プロファイル」は、挿入や欠失の表現を可能にするなどの一般化が行われている。 

 

2. TYRO3_HUMAN の FASTA 形式の配列は以下の通り 
>sp|P12931|SRC_HUMAN Proto-oncogene tyrosine-protein kinase Src OS=Homo sapiens OX=9606 

GN=SRC PE=1 SV=3 

MGSNKSKPKDASQRRRSLEPAENVHGAGGGAFPASQTPSKPASADGHRGPSAAFAPAAAE 

PKLFGGFNSSDTVTSPQRAGPLAGGVTTFVALYDYESRTETDLSFKKGERLQIVNNTEGD 

WWLAHSLSTGQTGYIPSNYVAPSDSIQAEEWYFGKITRRESERLLLNAENPRGTFLVRES 

ETTKGAYCLSVSDFDNAKGLNVKHYKIRKLDSGGFYITSRTQFNSLQQLVAYYSKHADGL 

CHRLTTVCPTSKPQTQGLAKDAWEIPRESLRLEVKLGQGCFGEVWMGTWNGTTRVAIKTL 

KPGTMSPEAFLQEAQVMKKLRHEKLVQLYAVVSEEPIYIVTEYMSKGSLLDFLKGETGKY 

LRLPQLVDMAAQIASGMAYVERMNYVHRDLRAANILVGENLVCKVADFGLARLIEDNEYT 

ARQGAKFPIKWTAPEAALYGRFTIKSDVWSFGILLTELTTKGRVPYPGMVNREVLDQVER 

GYRMPCPPECPESLHDLMCQCWRKEPEERPTFEYLQAFLEDYFTSTEPQYQPGENL 

 

PROSITE の「Quick Scan mode of ScanProsite」に入力すうと 

 

以下のような結果を得る。 

 

 



 

プロテインキナーゼドメイン PROTEIN_KINASE_DOM の中に ATP-binding region、Tyrosine 

protein kinases specific active-site のパターンが存在している。それらと機能との関係を ProRule が

規定している。 


